
．はじめに

キャリア教育という言葉が日本に初めて登

場したのは 年と言われている。キャリア

教育がこのような最近の言葉であるにも関わ

らず，すでに高い認知度を得るまでに成長し

たのも，社会が人，とりわけ学生に対して

キャリアを求めているからに他ならない。こ

の社会のニーズに応えるべく，大学は社会と

学生の最後の架け橋として，キャリア教育の

充実を推進していかなければならない。

「キャリア」という言葉には様々な意味が

ある。国家 種公務員，エリート，資格，人

生，仕事など，用いる人の考え方や場所，状

態によって変化する。すなわち「キャリア教

育」と 言にまとめても，その内容は多種多

様である。ここで用いるキャリアは「自分ら

しい生き方」とする。この自分らしい生き方

には人生の分岐点である就職活動も含まれる。

このキャリアを教育するにあたっても，やは

り内容は多岐にわたる。現在，国立大学法人

山口大学の共通教育においてキャリア関連講

義としては，「社会と組織：キャリアデザイ

ン」，「就職」，「キャリア形成とコミュニケー

ション」の つが開講されている。しかし，

これらですべてのキャリア教育がカバーされ

ているかは不明である。これまでに平尾

（ ， ）は，キャリアインタビュー

実施やキャリアモデルの検索は，キャリア教

育的に効果があることを報告している。また

辻（ ）は，大学 年生の進路希望感や職

業観をもとに，キャリア教育の改善案や大学

のキャリア支援体制について触れている。し

かし，まだまだ大学のキャリア教育内容改善

や支援体制改善に関しては 分であるとはい

えない。

そこで，本研究では，自分に合った仕事を

自立的に見つける能力・態度を測定する調査

結果をもとにして，山口大学生の事例から

般的な大学生の望ましくないキャリア思考の

姿を明らかにするとともに，より効果的な大

学生のキャリアを育成する講義内容および大
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「ワーク・ナビゲーション（わくなび）」（株

式会社日本マンパワー， ）を用いた。「わ

くなび」とは日本マンパワーが作成した個人

のキャリアを測定する検査の 種である。こ

の検査は （株式会社リクルート，

）に代表される職業適性検査とは異なり，
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図 「わくなび」問題集の表紙と内容の 部

学でのキャリア支援体制について検討するこ

とを目的とする。

．調査方法

調査には，若年者向け仕事準備度テスト

図 「わくなび」の回答用紙
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図 「わくなび」マニュアルの表紙と冊子内の集計シート

の問題 の計 問で構成されている。なお

問題 は 節を 問とする計 節からなって

いる。問題や節は，それぞれキャリアの成熟

を測定するための項目でくくられている。し

かし，回答段階では回答者にとって，それぞ

れの問がキャリア成熟におけるどういった内

容を測定しているのかが分からない状況と

なっている。すべての問には，「はい」と「い

自分に合った仕事を自立的に見つける能力・

態度を「キャリア成熟」の定義として，その

キャリアの成熟度を測るものである。「わく

なび」は職業選択の指針として利用されるだ

けでなく，キャリアカウンセリングとも併用

されており，現在多くのキャリアカウンセリ

ング現場で利用されている検査の つである。

「わくなび」は，設問数 の問題 と設問数

図 「わくなび」マニュアル冊子内の問題解説例



いえ」， ） ），「そう思う」と「思わない」

といった選択方式で回答する。「わくなび」

を実施する際は，受検者にまず問題集（参照，

図 ）と回答用紙（参照，図 ）を配布し，

約 分程度の回答時間を設ける。回答終了後

受検者にマニュアルを配布し，回答者自身が

自身の回答結果とマニュアル内の集計シート

とを用いてキャリア成熟の診断を行う（参照，

図 ）。さらにマニュアルには各問に対する

解説が記載されており（参照，図 ），回答

者はその解説を読むことで自身のキャリア成

熟向上のヒントを得ることができる。このよ

うに回答から集計，診断及び改善策の発見ま

でを，短時間かつ自主的に行うことができる

のも，「わくなび」の特徴である。

調査は，国立大学法人山口大学において

年 月から開設している後期講義「社会

と組織：キャリアデザイン」のなかで行った。

本研究の調査を行うにあたって，大学 年生

のできるだけ早い時期を選定する必要である。

よって実施日は開講より間もない 年 月

日と 日とした。講義「キャリアデザイ

ン」には， 年生から 年生までの学生が受

講登録しているが，そのほとんどが 年生で

ある。本調査には講義の受講生すべてに協力

してもらったが，分析対象データとしては

年生の値のみを抽出した。表 に抽出した受

検者の学部別および男女別人数を示す。人文

学部，教育学部，経済学部の学生がほとんど

を占めており，文系学生が調査対象となって

しまったように思われる。しかし文系学生の

大学院への進学率は低く，彼らのほとんどは

大学 年間でキャリアの成熟を成し遂げなけ

ればならない。こうした観点からすると，分

析対象者が文系的学生に偏ったとしても本研

究の遂行には支障はきたさないものと思われ

る。学部の専門性から各学部の男女比は異な

るものの，全体をみるとほぼ 対 であった。

表 は分析対象者の年齢別全体比を表してい

る。この表を見ると， 般的大学 年生と考

えられる 歳から 歳までがそのほとんどを

占めていることがわかる。このことから，分

析結果は非常に 般的な大学 年生のキャリ

ア成熟の状態を反映していると考えられる。

．大学 年生のキャリアの思考とその

対策

表 は「わくなび」における問題 の設問

内容とその回答比を表している。また，それ

ぞれの設問に対する望ましい回答も記載した。

各項目の回答比と望ましい回答を比較して

みると，望ましくない回答をした者が 割を

超えている項目が つある（番号

）。以下はキャリア成熟的に望ましく

ないが，大学 年生を代表するキャリア思考

である。

・世の中の職業に関して，あまり知識がな

い
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男 女 計

人文学部

教育学部

経済学部

医学部

農学部

合計

表 受検者の学部別および男女別人数

注）単位は（人）

男 女 計 全体比

歳

歳

歳

歳

歳

表 受検者の年齢別人数とその全体比

注）男女計の単位は（人）、全体比の単位は（％）



・やりたいと思っている仕事が本当に自分

のやりたい仕事なのか自信が持てない

・「いまの自分」と「なりたいと思う自

分」とがかけ離れていて不安だ

・職業は 生の問題なので妥協せずに決め

ることが望ましい

世の中のすべての職業を知る必要はない。

しかし自身の関心のある職業は 分に調べて

おくべきである。大学は学生に対し，できる

だけ多くの職業を紹介する機会を持つべきで

ある。山口大学の「学内業界・企業研究会」

（辻， ）に見られるように，近年全国各

大学において学内での企業説明会の実施が盛

んである。このような行事は学生にとって，

多くの職業を知るという意味で非常に良い機

会である。大学はこの行事を充実させるとと

もに，より多くの学生が参加するよう広報し

ていくべきである。

考えに自信が持てないのは，自分自身また

は職業についての理解が不 分であることが

その原因として予想される。自分自身の理解

が不 分な場合には，自己分析が必要である。

学生に対して自己分析の具体的方法を教示す

べきであろう。また職業についての理解不

大学が提供すべきキャリア教育とキャリア支援について

表 問題 の設問内容と回答比

番号 設問内容 はい いいえ 望ましい回答

どのような職業に就くかは自分にとって大した問題ではない いいえ

世の中の職業に関して、あまり知識がない いいえ

自分で責任を持って職業を選びたい はい

やりたいと思っている仕事が本当に自分のやりたい仕事なのか自信が持てない いいえ

どんなに時間がかかっても憧れている仕事に就くまでは就職しない いいえ

仕事をすると苦労しそうなので、できれば就職せず自由なままでいたい いいえ

自分のやりたい仕事がわかっている はい

今のところやりたい仕事がはっきりしないが、そのうち決まるだろう いいえ

まわりからさまざまなアドバイスをもらうので、どんな職業を選べばよいのかわからない いいえ

職業を決める過程で、ある程度の妥協は必要だ はい

就職するならば、楽して稼げる仕事がしたい いいえ

興味ある職業でも、どこに魅かれるのかをうまく言い表せない いいえ

就きたい職業に必要な能力や資格を身につける努力をしている はい

どのような仕事に就けばいいかを誰かが教えてくれないかと思う いいえ

どうしてもやりたい職業があるので、それ以外の職業のことは調べる必要はない いいえ

働かなくても暮らせるならば仕事に就く必要はない いいえ

どうやって仕事を選ぶのかわからない いいえ

就職について真剣に考えている はい

自分の興味に合った仕事には就けないような気がする いいえ

場合によっては希望どおりの仕事に就けないこともある はい

自分がなぜ働かなければならないのか、よくわからない いいえ

いろいろなことに興味があって仕事を選ぶことができない いいえ

早く自分のやりたい仕事を決めて、その仕事に就く準備にとりかかるべきだ はい

「いまの自分」と「なりがいと思う自分」とがかけ離れていて不安だ いいえ

職業は 生の問題なので妥協せずに決めることが望ましい いいえ

注）単位は（％）



分には上記に示した学内説明会の充実が最も

良い手段となると思われる。

将来なりたい自分になるための障害を書き

出し，それを解決する方法を立てることで，

上記の 番目（番号 ）の漠然とした不安か

ら解消されることとなるだろう。ここで大事

なことは，「書く」ということと，「解決策を

講じる」ということである。学生に対しては

「書く」という行為の重要性を教育していく

べきである。同時に自身では解決策を思いつ

かない学生のために，大学はその相談窓口を

充実させていく必要があると思われる。

上記の 番目（番号 ）の項目は， 見

キャリア成熟的に見て，望ましい状況にも捉

えられる。しかし時には自分の希望を現実に

合わせることも必要である。現実に直面した

とき，または希望を変更しなければならない

ときの不安は非常に大きくなることが予想さ

れる。よって，大学としてはメンター（心の

支えとなる存在）を見つけておくことを指導

するとともに，心の悩みを打ち明けられるよ

うな相談窓口を整えておくべきであろう。

さらに表 を見ると，望ましい回答と望ま

しくない回答の比がほぼ 対 となる項目が

つある（番号

）。これらの項目に見られる大学

年生の姿に対しても，大学は着目しておく

べきである。以下は，多くの学生が持ってい

るキャリア成熟的にみて望ましくない思考で

ある。

・自分のやりたい仕事がわからない

・今のところやりたい仕事がはっきりしな

いが，そのうち決まるだろう

・就職するならば，楽して稼げる仕事がし

たい

・興味ある仕事でも，どこに魅かれるのか

をうまく言い表せない

・就きたい職業に必要な能力や資格を身に

つける努力をしていない

・どのような仕事に就けばいいかを誰か教

えてくれないかと思う

・どうやって仕事を選ぶのかわからない

・就職について真剣に考えていない

・自分の興味に合った仕事には就けないよ

うな気がする

それぞれの項目に対しての具体的解決策を

考えるのも重要であるが，その前にいずれの

項目もネガティブな思考，受身の思考である

ことに着目すべきである。課外活動やボラン

ティアといった自主的活動を行った学生は，

活動への参加以降，何事にも積極的に取り組

む傾向にある。能動的な大学生活を送れるよ

うな機会の提供，すなわち課外活動支援やボ

ランティア活動支援などを，大学は充実させ

ていくべきであろう。

．大学 年生の職業選択の姿勢とその

向上策

問題 の回答結果からは「職業選択の姿
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表 職業選択の姿勢における 種類の尺度とその意味

尺度名 意味

仕事への期待 仕事に関心を持ち、仕事について考え、働く目的意識を明確にしていること

興味の明確化
自分が興味を持つ職業分野の性質や特徴を 分に理解し、それを根拠として明確な職
業選択をしようとすること

積極性
ステップアップに向けて具体的なイメージを持ち、職業選択のための計画および探索
に積極的・意欲的に関わろうとすること

主体性 自信を持って自分の意志と責任のもとに職業選択をしようとすること

現実性 現実との折り合いをつけ、職業選択に関して合理的な見通しを立てようとすること

注）「わくなびマニュアル」より引用



勢」を測定することができる。ここでは「職

業選択の姿勢」とは職業選択時における態度

や意欲を意味する。「わくなび」では「職業

選択の姿勢」を 種類の尺度をもって判断す

る。表 は，「職業選択の姿勢」における

種類の尺度とその意味を示している。

表 は「職業選択の姿勢」における各尺度

の取得点数状況と平均点を表している。いず

れの尺度も最高値 点で評価される。「仕事

への期待」に関しては約 割の学生が 点な

いし 点を取得しており，その平均点も

と高い。「興味の明確化」に関しては，半数

以上の学生の取得点数が 点， 点ないし

点である。また 点であった学生も ％と

少なくない。結果として平均点は と標準

値である 点を下回る結果であった。「積極

性」に関しては約半数の学生が 点ないし

点を取得している。平均値も と，標準値

である 点を超えた。「主体性」に関しては

点を取得した学生が最も多くて ％であ

る。しかし， 点や 点という高得点を取得

した学生も 割を超えており，この尺度に関

しては 極化の傾向にあることがわかる。平

均点としては，標準を下回る 点であった。

「現実性」に関しては， 点ないし 点を取

得した学生が 割以上であり，平均点も

と高かった。上記の結果より，大学のキャリ

ア教育において，「興味の明確化」及び「主

体性」の向上を念頭に教育方針を構築する必

要があることがわかる。

若年層の職業選択時において 番重要な基

準は興味（好きなこと）である。しかし近年

の学生には，興味のあることを明確に表現す

ることができない者が少なくない。さらには

「自分の興味がわからない」と回答する学生

さえいる。いずれにせよ，こうした学生たち

は，興味あることを明確にするプロセスと表

現方法を知らないということが予想される。

興味あることを明確にするプロセスとは，過

去および現在における成功体験や夢中になっ

た出来事を思い出すことからはじめる。そし

てなぜ成功したのか，なぜ楽しいと感じたの

かを考え，さらにその際に工夫したこと努力

したことを整理していく。表現方法とは例え

ば西村（ ）にあるような論理的表現法で

ある。大学のキャリア教育において，自身に

起きた過去の出来事を深く掘り下げて振り返

る内容，および表現方法を学ぶ内容を組み込

むべきである。興味あることを明確にするプ

ロセスを論理的に表現すると，他人だけでな

く自身さえも納得できるものとなるだろう。

主体性を持って行動するには，自分に自信

を持つことが肝要である。表 に見られる

極化は，本人の自信の有無が表れた結果とい

えよう。自分に自信を持つため必要なことは，

肯定的自己イメージの形成であると 般的に

いわれる。大学のキャリア教育の 環として

自身の特徴や長所を見つける内容を組み込む

ことが望ましいと思われる。また肯定的自己

イメージの形成には指導者や周囲の人からの

フィードバックが極めて重要となる。大学と

しては肯定的自己イメージの形成をサポート

大学が提供すべきキャリア教育とキャリア支援について

表 職業選択の姿勢における各尺度の取得点数状況と平均点

注）平均点列の以外の単位は（％）

尺度名 点 点 点 点 点 点 平均点

仕事への期待

興味の明確化

積極性

主体性

現実性



する体制，すなわち学生からの相談窓口を充

実，強化していくべきである。

．大学 年生の職業選択のコンピテン

シーとその向上策

問題 の回答結果からは「職業選択のコン

ピテンシー」を測定することができる。コン

ピテンシーとは行動特性・思考特性を意味す

る。すなわち「職業選択のコンピテンシー」

とは，職業選択を行える者に存在する特性や

能力を意味する。「わくなび」では「職業選

択のコンピテンシー」を 種類の尺度をもっ

て判断する。表 は，「職業選択のコンピテ

ンシー」における 種類の尺度とその意味を

示している。

表 は「職業選択のコンピテンシー」にお

ける各尺度の取得点数状況と平均点を表して

いる。いずれの尺度も，「職業選択の姿勢」

同様，最高値 点で評価される。「知識」に

関しては約 割の学生の取得点数が 点ない

し 点であり，その平均点が と標準値で

ある を下回る結果となった。「目標達成能

力」に関しては， 割近くの学生が 点ない

し 点を取得しており，平均点も と高い

数値となった。「計画性」，「問題解決能力」

ともに， 点ないし 点を取得する学生の割

合が 割を超え，平均点はそれぞれ ，

と標準値である 点を超えた。上記の結果よ

り，大学のキャリア教育においては，学生の

「知識」の向上を促す教育が必要であること

がわかる。

「わくなび」において知識を評価すること

を対象とした問は 問だけである。この結果

だけで調査対象とした学生の知識不足が証明

されたかに関しては疑問が残る。しかし，普

段の学生との会話の中から，学生の職業に関

する知識不足を感じることは多い。例えば多

くの学生は業種と職種の区別がついていない。

日本標準産業分類（総務省， ）や労働省

編職業分類（労働省， ）の説明を行う機

会を設けることが，学生の職業に関する知識

の向上に役立つであろう。また，近年の学生

には新聞を読む者が少ないと聞く。新聞を読

む意義を学生に伝えることも，学生の職業に

関する知識向上を促進させることになると予
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表 職業選択のコンピテンシーにおける 種類の尺度とその意味

尺度名 意味

知識 職業および職種に関する基本的な知識が備わっているか

目標達成能力 経験と興味にあった、合理的な目標が設定できるか

計画性 キャリアプランの段階・順序を正しく理解しているか

問題解決能力 職業選択における諸問題に対して適切な対処ができるか

注）「わくなびマニュアル」より引用

表 職業選択のコンピテンシーにおける各尺度の取得点数状況と平均点

注）平均点列の以外の単位は（％）

尺度名 点 点 点 点 点 点 平均点

知識

目標達成能力

計画性

問題解決能力



大学が提供すべきキャリア教育とキャリア支援について

年生が，キャリアに関してネガティブかつ受

身に考えていることも明らかになった。職業

選択の姿勢という観点でまとめると，大学

年生は「興味の明確化」と「主体性」に関し

てキャリア成熟的に不 分であること，また

職業選択のコンピテンシーの観点では，「知

識」が 分でないことがわかった。

こうした学生のキャリア成熟的に不 分な

点を成長させるように大学は教育・支援して

いくべきである。大学の運営面としてやるべ

きことは大きく 点である。 つは，学生か

らの様々な悩みを受け入れられるような相談

窓口を強化・充実させることである。もう

つは，学生の自主性や積極性を促すことを目

的として，課外活動やボランティア活動に対

する支援業務を充実させることである。また

学内行事としては，学生の職業に関する知識

が向上するように学内の企業説明会を充実し

ていくことが望ましいであろう。キャリア教

育関連講義には，以下の内容を盛り込むこと

で，学生のキャリア成熟を促すことができる

と思われる。その内容とは，具体的な自己分

析方法，論理的表現方法，メンターとの出会

い，すなわち積極的に人と出会うことの重要

性，産業分類表や職業分類表の提示といった

職業の知識である。

方で「わくなび」による総合評価から，

大学 年生はすでにキャリア成熟を迎えてい

る可能性が見出された。このことから就職の

ためのテクニックを学生に手取り足取り教授

するような支援体制は，むしろ過剰であるか

もしれないことが予想される。近年，大学に

対してキャリア教育，支援の充実が望まれて

いる。しかし大学は，今 度学生のキャリア

成熟に関する姿を見つめなおすと同時に，そ

の支援体制について見直す必要があるように

思われる。

（学生支援センター 講師）

想される。さらに，学内における企業説明会

の充実も学生の知識向上に重要な役割を果た

すと思われる。

．職業選択準備度総合評価

「職業選択の姿勢」の合計点の平均値とし

て が得られた。また，「職業選択のコン

ピテンシー」の合計点の平均値として が

得られた。この両結果をもとに「わくなび」

のマニュアルに従い総合評価を行うと，職業

選択の準備がすでに整っている「成熟型」に

分類される。すなわち，調査対象とした学生

は平均的に捉えると， 年生にしてすでに

キャリアの成熟がなされている状態である，

ということになる。この結果から，極論には

なるが，彼らに対してはそれほどキャリア教

育が必要ではないとも言える。近年，大学で

のキャリア教育の充実が望まれ，全国各地の

大学において様々なキャリア支援，特に就職

支援事業がなされている。その中には就職す

るための様々なテクニックを，学生たちに手

取り足取り教授しているものもある。しかし

この結果をみると，そこまでの就職支援は過

剰なのかもしれないと考えることもできる。

もう 度大学におけるキャリア支援のあり方

を見直すべきであることを，この結果は示唆

しているように思われる。

．総括

「わくなび」を用いた調査から，大学 年

生の望ましくないキャリアの思考が浮き彫り

になった。それは，職業に関する知識がない

こと，やりたい仕事がやりたい仕事であると

いう自信が持てないということ，将来考えて

いる自分と現在との自分との間のギャップに

不安を感じているということ，自分のなりた

い職業に必ず就かなければならないと思って

いることの 点である。また，多くの大学
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